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1　事業の概要

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)
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11 航空機運用経費
警ら、遭難者の捜索救助並びに災害警備、初動捜査及び交通情
報収集等警察業務の支援を行う。

445,460 445,460

通信指令システム維持管理経費
初動警察の要である通信指令システムの強化を図り、迅速的確な
手配・配備を行い、事件・事故の早期検挙と被害の拡大防止。

309,718 309,718

科学捜査力充実事業
科学捜査技術の向上と資機材の整備・充実、並びに鑑定結果の
効果的な捜査への反映。

126,103 126,103

組織犯罪対策事業
暴力団対策、薬物銃器対策、並びに組織的な国際犯罪対策及び
犯罪収益対策の推進。

34,809 34,809

犯罪捜査活動費
捜査手法・取調べの高度化及び犯罪死の見逃し防止への取組な
ど、捜査力の充実・強化。

132,987 132,987

風俗環境浄化対策委託事業
風俗営業者に対する定期講習等を実施することにより、業界のコン
プライアンス意識向上と善良な風俗環境の醸成を図る。

7,004 7,004

警備業講習関係事業
計画的な講習及び検定の実施により、専門的知識・能力を有する
警備員を育成し、資質の向上を図り、依頼者の保護を図る。

4,676 4,676

猟銃等講習関係事業
法令に基づく計画的な講習会を実施し、県内における猟銃等の盗
難・亡失事案、事故の発生を防止する。

5,656 5,656

生活環境犯罪対策事業
広域にわたり組織的かつ計画的に敢行される産業廃棄物不法投
棄、増加するネットワーク利用犯罪等、悪質な生活環境犯罪に対
する取締りを強化し、良好な環境を維持する。

10,728 10,728

子ども安全総合対策事業
子どもが被害者となる凶悪犯罪等の未然防止に向けた諸対策及
び、少年非行防止対策、いじめ問題対策等の推進。

31,675 31,675

（補正前） （2月補正） （補正後）

生活安全対策事業
県民の安全・安心な生活を確保するための諸施策と、地域住民に
よる自主防犯活動及び警察と一体となった地域防犯活動の推進。

18,090 18,090

成果指標
設定理由

　刑法犯認知件数は減少傾向にあるものの、県民が不安を感じる犯罪はいまだ後を絶たず、治安改善のための的確な犯罪抑止対策が求め
られていことから、刑法犯認知件数をH29年の9,535件未満とする目標を設定。

補正により取り組む

事業内容

○　国庫補助決定に伴う財源更正
○　設計等委託料の執行差金を減額

No 細事業名 令和元年度　実施内容（予定）
職員数 令和元年度

（人）

 概算事業費（B（A）+C） 2,053,017 1,210,524 1,523,547

0 0 0

概　算
人　件

費

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

Aの
財源

　一般財源

　国庫支出金 359,311 195,981 167,382

2,053,017 1,210,524

9,535件
未満

　　　　　　※数値は、警察本部の統計資料（暦年集計）を使用

　県　債 996,000 89,000 221,000

831,603 1,007,787 1,073,014

　その他 26,001 20,904 62,151

 決　　算　　額（B）

当初予算 2,244,185 1,276,114 1,530,741 目標値 成果

前年度繰越 52,761 37,763 1,080
No 成果指標

達成状況
29年度末 30年度末

令和元年度

目指す姿

　地域住民のニーズに応え、地域社会と一体となった各種活動を展開し、県民が犯罪の被害に遭うことなく、また犯罪の被害に遭う不安を抱く
ことのない安全・安心を実感できる社会づくりを推進する。

（主な実施内容：生活安全対策、犯罪捜査活動、地域警察活動、治安基盤整備　など）

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円） 29年度 30年度 元補正後 指標及びその達成状況

予
算
額

合計（A) 2,212,915 1,313,672 1,523,547

補正予算 -84,031 -205 -8,274
① 刑法犯認知件数 9,535件 8,825件

事　業　名 犯罪のない安全な社会づくり事業
部局 警察本部 課・室 警務部・生活安全部・地域部・刑事部・警備部

実施期間 S29 E-mail

事業番号 16 01 01 事業改善シート （令和元年度実施事業分） □当初要求　　□当初予算案　　■補正予算案　　　□点検

現状
(予算編成時)

　県下の治安情勢は、刑法犯認知件数が平成14年から16年連続で減少しているものの、特殊詐欺やス
トーカー・DV事案等の人身安全関連事案が後を絶たないなど、依然として厳しい情勢にある。

令和元年度
補正後額

1,523,547 千円

職員数 0.00 人

police-kaikei@pref.nagano.lg.jp

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

総合的に展開する
重点政策

4-4 生命・生活リスクの軽減

5-5 子ども・若者が夢を持てる社会づくり



（補正前） （2月補正） （補正後）
No 細事業名 令和元年度　実施内容（予定）

職員数 令和元年度

（人）
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合計 0.00 1,531,821 -8,274 1,523,547

Ｇ20関係閣僚会合警備対策事業
軽井沢町で開催される会合の警備に万全を期するための装備資
機材の整備を図る。

5,554 5,554

交番・駐在所再編整備事業
地域住民の安心の拠り所（地域の「生活安全センター」）としての機
能強化を図る。

319,971 319,971

訪日外国人等の安全・安心確保事業
県内を訪れる外国人等が安心して滞在できるよう、コミュニケーショ
ンツール等の整備を図る。

7,650 7,650

職員宿舎建設事業
職員宿舎建設に向けた建設工事契約を締結する。（債務負担行
為設定）

0 0 0

木曽警察署建設事業
災害拠点施設としての機能を確保するとともに、来訪者の利便性
の向上を図り、地域の安全・安心の拠点化を推進。

45,505 -8,274 37,231

佐久警察署建設事業 H29年度工事完了 0 0

犯罪被害者支援事業
被害者支援に関する広報啓発活動の強化、長野犯罪被害者支援
センターとの連携、被害者の経済的・精神的負担軽減。

5,725 5,725

精強な第一線警察の構築事業
警察官としてふさわしい能力と適性を有する人材の確保、各種教
養、訓練を通じた精強な警察官の育成を推進。

18,641 18,641

警察広報・相談活動充実事業
警察ホームページ等の利用により県民への説明責任を果たすとと
もに、県民からの相談等に対し、組織的に対応する。

1,869 1,869

長野南警察署大規模改修事業
災害拠点施設としての機能を確保するとともに、各種設備を改修
し、施設の長寿命化を図る。

0 0


